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研究⽬的︓
 瀬⼾内地域には，島弧特有の⽕⼭岩類が広く分布している．瀬⼾内⽕⼭岩類の成因に関する研究はこれまで多くなされて
きているが，岩⽯の詳細な基礎的野外調査に基づいた地球化学的検討はなされてきていない．そのため，愛媛県島嶼部（特
に芸予諸島）を中⼼に野外調査を⾏ってきた．中島周辺には，カンラン⽯を含む⽞武岩，⾼マグネシア安⼭岩，ザクロ⽯を
含むデイサイト，流紋岩まで，多岐に渡る⽕⼭岩が噴出している．これらの多様な組成を⽰す岩⽯の成因関係を検討するた
めに，同位体⽐，年代の測定を⾏った．（今回は，年代測定⽤サンプルが⽤意できなかったので，同位体⽐のみの測定を⾏
った．）

結果︓
 ⽞武岩質安⼭岩からデイサイトまでの組成を持つ岩⽯の分析を⾏った．Sr87／86 0.705250.70635，Nd144／
145 0.512500.51256の値が得られた．岩相，産状の違いから期待していたほどの，同位体⽐のバリエーションは認
められなかった．しかし，同位体⽐がやや⾼めに出るものとそうでないものがあるようにも⾒える．そのため，岩⽯学的地
球化学的データや同地域の捕獲岩のデータも合わせ，その違いが有意なものであるのか，詳しく検討したいと考えている．


